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県連では、会員生協や関係団体等の大震災からの復旧・復興に向けたとりくみについてお知

らせしていくために、「東日本大震災復旧・復興ニュース」を発行しています。 

2012 年 3 月 11 日には、震災から 1年ということで、各地で様々な追悼の取り組みが行われま

した。しかし、まだ復旧とは名ばかりの場所もあるかとは思いますが、着実に前進できるよう

手をとりあって活動をすすめて行きましょう。 

現在、会員生協の状況について、集約中です。会員生協の皆様からも、情報提供いただけま

すようお願いします。 

 
 
● みやぎ生協   

買物に困っているメンバー（組合員）支援を目的に、トラックによる移動店舗「せい

きょう便」2 号車を３月２６日より気仙沼地区に導入しました 

 
｢せいきょう便｣２号車が、生鮮品、加工食品、生活関連商品など約６００アイテムを揃え 

波被害が大きい気仙沼及び南三陸町の仮設住宅を中心に巡回します。１号車は石巻及び東松島

町を巡回し、津波被害により、買物に困っていらっしゃる方々にたいへん喜ばれています。 

 

● みやぎ生協 食のみやぎ復興ネットワーク 

 

｢食のみやぎ復興ネットワーク｣は、東日本大震災により、多大な被害を受けた宮城県内の農業・

漁業関係者や食品関連産業者が、互いに励まし合いながら地域復興を目指すことを目的として、2011

年 7 月 2 日に結成されました。参画団体は 2012 年 3 月 17 日現在 182 団体。昨年は 30 を越えるプロ

ジェクトを通じ、仙台の伝統野菜｢仙台白菜｣、県産の小麦粉ゆきちからで作った｢ゆきちから饅頭｣、

県産大豆を使った｢豆乳おからクッキー｣、県産小麦粉を使用した｢あおばの恋ラーメン｣などの商品

開発、普及活動をおこないました。 

また、被災地域での振る舞い企画にも取り組み、開催数は 100 回を越えています。この春も、｢三

陸産わかめ、めぐみ野いちご、めぐみ野きゅうり、サバ吟醸味噌付け｣の普及活動をおこないます。 

                        

プロジェクトから生まれる様々な商品を、みやぎの
皆さんに、ずっと、美味しく食べていただくこと。そ
れがいちばんの、「前に進む力」となります。「つく
る 食べる ずっと つながる」というキャッチフレー
ズとマークには、そんな願いが込められています。 

 



 



 

● みやぎインターカレッジコープ  

みやぎインカレは、仙台高専・聖和学園短期大学・東北生活文化大・仙台白百合 

女子大との間で、災害時の協定書に調印しました  

   

3 月 1 日（木）に仙台高専・聖和学園短期大学・東北生活文化大・仙台白百合女子大の 1高専・ 

3 大学と災害時における応急生活物資等の供給協力相互協定を調印しました。協定は、災害が発生 

した場合、相互に協力して学校の構成員、学生、ならびに学校に避難してきた地域住民の安全安定を 

目的としています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仙台高専 内田校長と矢口理事長     聖和学園短期大学 鳴海副学長と矢口理事長 

 

 

●宮城県生協連 

｢子どもたちと妊産婦を放射能から守るための体制の確立を求める請願書｣継続審査。 

 

県内 35 団体の共同請願として 2月宮城県議会に提出した請願は、継続審議とされ、本会議で採択

は見送られましたが、委員会での審議は続けられており、私たちの望む被爆線量測定と健康調査は

実現にむけて動こうとしています。6月議会にむけて、引き続き運動を強めてまいりましょう。 

 

共同提出団体名（順不同） 

子どもたちを放射能から守るみやぎネットワーク、みやぎ脱原発・風の会、民主教育をすすめる

宮城の会、船形山のブナを守る会、母子週末保養プロジェクト ちいさな旅 Japan、小さき花 市

民の放射能測定室 仙台、みんなの放射線測定室｢てとてと｣、放射線被爆から子どもを守る会、

5 年後 10 年後子どもたちが健やかに育つ会 せんだい・みやぎ、三陸・宮城の海を放射能から

守る仙台の会（わかめの会）、自分の居場所から不登校を考える会、自然と生活を愛し豊かな未

来を創りたい女たちの集い、カトリック正義と平和仙台協議会、仙台石けんをひろめる会、仙台

学校給食勉強会、くらしと電磁波を考える会、名取変電所と健康を考える会、電磁波と健康を考

える会・みやぎ、ゆきとどいた教育をすすめる栗原市民の会、柴田子どもの健康を守るネットワ

ーク、宮城県生活協同組合連合会、みやぎ生活協同組合、生活協同組合あいコープみやぎ、 

杜の市民力、原子力発電を考える石巻市民の会、みやぎチェンジねっと、ℐ女性会議宮城県本部、 

食緑水を創る宮城県民会議、宮城県保険医協会、宮城県護憲平和センター、特定非営利法人水・ 

環境ネット東北、放射能と向き合う会 in パークタウン、柳生・西中田地区教育を語る会、宮城

県保育関係団体連絡会、冠川水源を慕う会

http://mixi.jp/share.pl?u=http%3A%2F%2Fwww.icmiyagi.u-coop.or.jp%2Fnews%2Fsc%2F&k=b65e8221a69f1a8ea23cb9d01b222b5018dab09a
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